１．はじめに――札幌ビエンナーレ検討委員会の設置経緯

平成21年（2009年）の年明けの頃から、札幌ビエンナーレ国際芸術祭が色々と話題になるようになった。その舞台となったのは、前年の平成20年10月に札幌市に設置された「創造都市さっぽろ推進会議」（座長、武邑光裕札幌市立大学教授）である。札幌の都市マネージメントを「創造都市」という政策軸のもとで展開してゆく場合に、具体的なプロジェクトが不可欠であり、その中心的柱として「国際芸術祭」（ビエンナーレ）の開催が提起された。種々の議論を経て同会議の提言書（平成21年3月）にそれが明記されるに至り、また同時期に提出された「札幌市文化芸術基本計画委員会」（委員長、竹津宜男NPO法人北海道国際音楽交流協会副理事長）の提言書にも「国際芸術祭の検討」が盛り込まれた。
一方、もうひとつの舞台となったのが、平成19年以来、市民・芸術家・行政の協働を通し札幌の芸術と文化の発展をめざして活動を展開してきた市民組織「ACF（芸術・文化フォーラム）」（代表、詩人原子修氏）である。ACFは、上記の「創造都市さっぽろ推進会議」と「札幌市文化芸術基本計画委員会」にメンバーが加わっていることもあって、札幌ビエンナーレ国際芸術祭を活動の中心的テーマとして積極的に位置づけ、札幌の文化芸術の活性化と創造都市プロジェクトを推進してゆく上でビエンナーレ（国際芸術祭）を開催することが戦略的に最も重要という立場から、平成21年において以下のような活動を展開した。　
1) ACFパーティー「あ」：創造都市札幌から世界へ発信――さっぽろ発、食とアートの共演（平成21年5月28日、於：札幌プリンスホテル）
2) ACFフォーラム：札幌でビエンナーレは可能か――総合芸術祭の可能性を探る
　（同7月27日、於：内田洋行ユーカラ）
3) ACFフォーラム：いまなぜ！札幌で創造都市とビエンナーレ国際総合芸術祭なの

　か（同11月24日、於：札幌エルプラザ）

4) あいちトリエンナーレ勉強会（あいちトリエンナーレキュレーター笠木日南子氏を迎えて、同12月18日、於：内田洋行ユーカラ）
以上のような経緯の中で、ビエンナーレ国際芸術祭開催への機運が高まり、メンバー構成や組織化の過程ではACFがいわば母体となる形で、平成21年11月25日に札幌市民ホールで開催された会議において、札幌ビエンナーレ検討委員会が正式に発足した。構成委員は資料1の通りである。なおこの会議において、委員会座長に大平具彦氏、総合プロデューサーに端聡氏が選出された。事務局は、西川吉武氏、寺林利郎氏が担当し、またビエンナーレ国際芸術祭のテーマ・コンセプトを検討する小委員会を設置することが併せて了承された（小委員会の構成委員は資料2参照）。
（以下、「ビエンナーレ国際芸術祭」を「ビエンナーレ」と略称する。）
２．札幌ビエンナーレ検討委員会での検討内容
２-１　検討の進め方

検討委員会は全体会議（親委員会）とし、小委員会はテーマ・コンセプトの審議と併せて、検討委員会（全体会議）の議題整理と基本方針の提案を担当することとした。
また、第3回の検討委員会においてジャンル別に部会を設け、部会の関連テーマごとの議論を、後に集約することを前提として個別に深めることとした（各部会の構成メンバーは資料3参照）。
２-２　検討内容

以下、検討内容について、各委員会・部会での審議をまとめながら、次の項目にしたがって概要と要点を述べる。
Ａ．開催形態・開催時期
Ｂ．テーマ・コンセプト

Ｃ．開催プロジェクトとスケジュール

Ｄ．実施体制

なお、検討委員会と小委員会および合同部会の開催経過と個々の議事録については、資料4、5、6を参照されたい。
Ａ．開催形態・開催時期
検討委員会、小委員会において、最も議論の対象となったのは、開催形態である。それは、①札幌市側では、予算措置に基づいたビエンナーレの開催は、平成26年（2014年）を想定していること、②一方、平成23年の春には、創造都市の推進の上でそのシンボルともなる駅前地下歩行空間が完成し、ビエンナーレ開催の好条件が整うこともあり、そうした機運の中で、予算的に限られてはいても、今後の本格的なビエンナーレに向けて、今から将来を見据えた基礎づくりを着実に進めておくべきこと――、この双方の点を、どう兼ね合わせ、結び合わせるかに苦心したためである。
結果、主要点をまとめると、以下のような結論に達した。
1) 平成26年の正式な札幌ビエンナーレの開催に向けて、平成23、24、25年は、「プレ札幌ビエンナーレ」（「札幌ビエンナーレプレ企画」）を行なう。毎年プレ企画を行なうには相当のエネルギーが要求されるが、その助走が札幌ビエンナーレ開催のノウハウの開拓につながり、将来のための大きな力となること、またその過程で市民への浸透が深まることが期待できる。
2) 開催形態は、「さっぽろアートステージ」との連携を追求する一方、札幌ビエンナーレのテーマを体現するような企画を中核に据え、それと合流する形で、様々な関連（協賛）プロジェクトを有機的につなげる。したがって、開催時期は秋が中心となるが、プロジェクトによっては他の時期の開催も当然ある。
3) 中核的な企画の開催にあたっては、芸術の森美術館、道立近代美術館の協力を是非仰ぎたい。

4）アートツーリズムや観光の方面にも関連プロジェクトを広げるとともに、創造都市推進にとって肝要なアートと経済や企業活動との連携に重点をおく（札幌ビエンナーレの実働部隊には企業家集団が参加しており、大いに成果が期待できる）。
5) 札幌ビエンナーレ成功の成否は市民の理解にかかっており、市民や子供の参加できるプロジェクトを展開する。
6) どのような形であれ、ビエンナーレの心臓部は、その開催コンセプトであり、開催テーマである。札幌、北海道の独自性とともに、世界的文脈における斬新なテーマが設定されねばならない。ビエンナーレの裾野は広く保ちながら、テーマを体現する中核的プロジェクトや個々の作品の質の高さが鍵となる。
Ｂ．テーマ・コンセプト――３つの柱、２つの標語
上述したように、テーマ・コンセプトについては、そのために設置された小委員会において検討し、検討委員会（親委員会）において了承された。
海外はもとより国内においてもビエンナーレ、トリエンナーレが多数展開されている中、単に芸術フェスティバル的に行なわれるだけでは意味を持ち得ず、世界に発信できる斬新性と話題性に富み、かつ札幌・北海道の独自性に根ざしたコンセプトとテーマが、札幌ビエンナーレの背骨とならねばならない。小委員会では、こうした考えに立って、次の３点をテーマの柱として立てた。
1) 芸術表現の根源、創造の根源を探る
芸術は今や従来までの枠を超えて、人間の脳の創造的インフラそのものであると考えられるようになっており、現在、世界各地で展開する創造都市形成の潮流の中心的役割を担っている。こうした芸術表現とは人間にとってどのような営みなのか、既存の区分けを超え、斬新で独自な表現（たとえばアール・ブリュット［アウトサイダー・アート］など）をどの分野からも積極的に取り上げ、芸術が果たす創造的な脳のはたらきを根源にまで降りて探ってゆく。
2) 時代の先端を切り開く、芸術を進化させる
アニメなど札幌のメディア・アートは、マンガ、コスプレなどのオタク文化と結びついて、今では国内的にも世界的にもフロントランナーの地位を築きつつある。19世紀に浮世絵などのジャポニスムが近現代のアートを切り開いたように、現代のアニメやマンガは第2のジャポニスムとも呼ばれ、芸術を新たなステージへと進化させる大きな可能性を秘めている。平成23年に札幌駅前に先端的なディスプレイ・システムを導入した地下歩行空間が完成することにより、それをさらに大きく飛躍させ、新しい都市空間を創り出すことをめざす。
3) 札幌、北海道の独自性のヴィジョン化

日本の歴史における新開地、北海道そして札幌には、「何かがやり直されてゆく」という先進性、他の地域にはない別の波長、別の波動が呼吸している。それは近代以前のアイヌ文化、縄文文化、オホーツク文化、北東ユーラシア文化とも底流でつながっており、また一方、近代においては、炭鉱など日本の高度成長に大きく貢献したエネルギー産業の発展の歴史とも結びついている。それらを札幌、北海道の記憶として可視化、立体化し、その独自の文化的重層性を、世界的な文明の文脈においてとらえ直す。
そして、以上の柱の統合的標語として、次の2つを立てた。
1) アートから出てアートに出よ――芸術の再起動
札幌ビエンナーレは、既存の芸術概念を超えつつ、人間の生活と都市の創造的発展の原動力たるより一層アートなアートを創ることをめざす。それは芸術という営みを再起動させることであり、今までのアートの枠から出て、アートをさらに進化したアートへと組み直すことである。
2) full flat――アートを全方位へと開く

上述したように、アートが人間の脳の創造的インフラであるとすれば、アートをこれまでのようないわゆる「芸術」の領域だけに限定する必要はない。人間は生きようとすれば表現せざるを得ない生き物であり、その表現は人間の生の全領域に接続している。highとかlowとかの区分けを越境して、札幌ビエンナーレはすべての創造的表現に門戸を開く。
以上の考え方に基づき、数ヴァージョンの文案が作成された。それについては、資料7を参照願いたい。
Ｃ．開催プロジェクトとスケジュール

現在予定されている企画とスケジュールは以下の通りである。
1) 平成23年プレ札幌ビエンナーレ展
3月中旬　　駅前地下歩行空間開通セレモニー
4月上旬　　北海道立近代美術館にて国際芸術展
7月末　　　マジカルキャンプ

10～11月　 創成川プロムナード 安田侃個展
10～11月　 芸術の森美術館国際芸術展
10～11月　 市内私設美術館、ギャラリー、空き店舗テナントでの各種展

10～11月　 JR札幌駅東コンコース若手現代アート展

10～11月　 本郷新賞

10～11月   DOT MOV国際映像アートフェス

11月　　　 さっぽろアートステージ500ｍ美術館での展示

11月　　　 札幌美術展（駅前地下歩行空間北1条駐車場広場）

不定期

NMA  Now Music Arts 

weird-meddle record メドル

札幌郊外・札幌圏

炭鉱跡地プロジェクト

白老 飛生芸術祭

苫小牧ARTY

千歳イコロの森 屋根のない美術館

この他、バレエ、音楽、ダンス、演劇、映像など関連事業、ビエンナーレのテーマに関連した講演会、シンポジウム
上記のうち、3月中旬の駅前地下歩行空間開通セレモニー、4月上旬の北海道立近代美術館にて国際芸術展、10～11月の芸術の森美術館国際芸術展、11月のさっぽろアートステージ500ｍ美術館での展示、札幌郊外・札幌圏での炭鉱跡地プロジェクトを中核的企画とし、関連の企画を有機的につなげる。

2) 平成24年プレ札幌ビエンナーレ展
平成23年にほぼ準ずるが、各企画の進化（深化）をめざす。
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10～11月　 市内私設美術館、ギャラリー、空き店舗テナントでの各種展

10～11月　 JR札幌駅東コンコース若手現代アート展

10～11月　 本郷新賞
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なお、平成25年についても上記の企画を基本とするが、具体的なプログラムは平成23、24年の成果をみて、あらためて計画を立てる。
Ｄ．実施体制
札幌ビエンナーレの実施に当たっては実行委員会を設ける。
　①事務局・広報体制
1) 事務局は下記におく。
　〒060-0042 札幌市中央区大通西5丁目 昭和ビルB2  CAI 02

tel: +81-(0)11-802-6438  fax: +81-(0)11-802-6538 （連絡担当：佐野由美子）
なお、会議等については、下記をも併用する。

　〒060-0821札幌市中央区北1条西28丁目2-5 　CAI現代芸術研究所
tel: +81-(0)11-643-2404  fax: +81-(0)11-643-2405 （連絡担当：佐野由美子）

 　また、札幌ビエンナーレ・アトリエとして、下記の施設の使用を検討する。
　　〒060-0031札幌市中央区北1条東4丁目　ベニーレ・ビル
（要：電話設置、光熱費負担）

2) 広報担当は、藤原裕倫委員をチーフとし、峰江卓也委員ら数名で構成。TCP社の仙波仁志氏、北海道新聞社の久才秀樹氏の協力も得る。

   ホームページ等の作成はCAI 02のサーバーを借用し、内容等については舩越裕勝委員と協議。

②資金体制

事務局に財務部（仮称）をおく。
３．札幌ビエンナーレ実行委員会への要望

検討委員会での検討内容は実行委員会に受け継がれ、いよいよ本格的な準備態勢に入ることになる。実行委員会には以下の点を要望したい。
検討作業を通じて認識を新たにしたのは、芸術都市としての札幌の潜在的可能性の高さであり、そこで展開する多種多様な芸術活動の広がりであり、その基盤となっている都市環境、文化資源、自然資源の豊かさである。これらのファクターは、現在ビエンナーレ、トリエンナーレを展開している海外や国内の諸都市と比べて、世界的にも高水準にあり、国内的には独自の位置を占める。北海道的大らかさの中で、あまり意識されることなく個々それぞれに存在してきたこうした各資源を束ね、編集し、デザインすることによって、札幌ビエンナーレは世界のビエンナーレの中で新しい一ページを開くことができると考える。実行委員会はその先頭となって活動を展開していただきたい。
また一方、これまで述べてきたように、札幌ビエンナーレは、芸術家たちだけのフェスティバルではなく、札幌という都市全体さらにはそれを取り囲む札幌都市圏に内在する豊かな創造的資源を、掘り起こし、立ち上げ、集約してゆくひとつの市民運動、街づくりの運動として位置づけられている。芸術の創造性を通して、札幌という200万都市圏をこれまで以上に、誰もが訪れたくなるような魅力溢れる先進的な生活圏へと創り上げてゆくこと、それが札幌ビエンナーレの本来の目的である。そのためには芸術家たちを核としつつ、運動が市民全体に広がってゆかねばならない。芸術家たちと市民のコラボレーションを、是非とも至るところで花開かせていっていただきたい。
資金体制については、ある程度の想定はあるものの、充分な検討には至っていない。むしろ、とりわけプレ札幌ビエンナーレについては、限定された予算枠の中でスタートせざるを得ない状況にある。しかし小委員会、検討委員会の各メンバーの意欲と熱意をもってすれば必ずや道は開けてゆくものと信じている。自助努力はもちろんのこと、あらゆる方面への働きかけによって、支援と協力を得てゆかれるよう切に願っている。
４．札幌市への要望

また、行政側である札幌市には、以下の点を要望する。

冒頭に記したように、札幌ビエンナーレは、「創造都市さっぽろ」を推進し、展開してゆく中核的な軸として構想された。今後の都市経営、街づくりに当たっては、行政側／市民側という従来までの機械的な区分けを超えて、双方のコラボレーション、協働が不可欠である。これまで文化政策を担当してきた観光文化局文化部に加えて、幸い平成22年4月からは、市の市長政策室に新たにシティプロモーションを担うプロジェクト担当部が創設され、また近い時期にアートセンターも発足する予定であると聞いている。札幌ビエンナーレを企画推進する市民側の実行組織とのコラボレーションが実現してゆく素地がまさしく出来上がりつつある。これからの協力と支援を是非お願いしたい。
都市の活力は、多様な文化、多様な人材の集約にあり、芸術的創造資源の存在はその大きな呼び水となる。札幌（北海道）は、地政学的に見て、北東ユーラシアから東南アジアに連なる列島の北側にあって、その双方をつなぐブリッジ的な独自な位置を占めている。こうした地域的特性に立ち、芸術の創造的産業化を通して、世界の人材と文化が出会い集まる都市づくりを進めることが、札幌ビエンナーレの大きな目標である。市民の中から盛り上がってきたこうした運動に、行政の側からも様々な形を通じて答えていって欲しい。
これまで述べてきたように、札幌でビエンナーレ国際芸術祭を開催しようという動きは、創造都市という市の政策推進を背景に、札幌の文化芸術の質的な転換をめざそうとする市民の運動として展開してきた。市民の運動であるゆえに資金的に制約のある中、各自のヴォランタリーな活動を通してここまで進んで来られたのも、構成員それぞれの意欲と熱意があってこそのことであると考える。ビエンナーレはこれからいよいよ実行体制に移ってゆくことになるが、その実現に向けて、こうした市民の努力の積み重ねを是非とも生かしていっていただきたい。
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